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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,143 24.9 43 ― 86 ― 71 ―
22年3月期第2四半期 1,716 △35.8 △120 ― △84 ― △107 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 7.29 ―
22年3月期第2四半期 △11.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 5,098 3,371 66.1 344.79
22年3月期 4,858 3,496 72.0 357.52

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,371百万円 22年3月期  3,496百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 4.00 4.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 26.7 50 ― 130 ― 117 ― 11.96



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は、経済状況・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により記載の予想数値と異なる可能性もあります。なお、業績予想に関する事
項は、添付資料４ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 9,780,000株 22年3月期  9,780,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  403株 22年3月期  403株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 9,779,597株 22年3月期2Q 9,779,597株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国内の企業環境にはエコポイントなどの効果から一部回復

の兆しが見え始めたものの、世界経済の減速や急速な円高の進行により景気の先行きの不透明感も高まり、企

業の設備投資の低迷や株式相場の大幅な下落による企業業績の悪化、個人消費においてもデフレおよび厳しい

雇用環境を背景に低調に推移するなど、景気の先行きは依然として厳しい状況で推移してまいりました。 

海外旅行業界におきましては、昨年度の新型インフルエンザの影響で海外旅行を取止めたお客様の需要回復と

円高傾向による海外旅行の割安感から前年同期に比べて回復の兆しは見えたものの、景気に対する減速懸念か

ら旅行需要の消費マインドにも影響が出るなど、本格的な回復には至らず、業界全体としては引続き厳しい経

営環境のもとで推移してまいりました。  

このような状況下、当社グループは、販売計画を達成すべく、『中期経営戦略3ヵ年計画』（2010年4月～2013

年3月）を達成すべく事業活動を積極的に展開し、お客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」の提供と、

「高い安心感と満足感」の提供を実践し、顧客満足度の更なる追求や販売の強化と拡充を図り、サービスのよ

り一層の向上を目指してまいりました。 

商品開発面におきましては、顧客が満足いただける商品の開発を前提に、顧客の体力に合った商品の開発と、

新規顧客を獲得のできる商品の開発を進めてまいりました。 

販売面におきましては、本年４月に発生したアイスランドの火山の爆発(自然災害)によるツアー催行の取消や

その影響により一時的に旅行を取止めるお客様はありましたが、窓口担当及び企画セクションから積極的な販

売活動を実施し、円高による割安感のでた海外旅行需要の高まりや昨年の新型インフルエンザの影響で海外旅

行を取止めたお客様のマインドが回復してきたことも加わり、概ね計画通りに推移しました。 

利益面におきましては前述の通り、アイスランドの火山の爆発（自然災害）の影響等により現地でのコストの

増加はあったものの、1ツアー当たりの催行人数の増加による利益の改善がみられました。また、広告原価を含

む経費の積極的な節減等を実施した結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高21億43百万円(前年同期

比 24.89％増)、営業利益43百万円(前年同四半期 営業損失１億20百万円)、経常利益86百万円(前年同四半期 

経常損失84百万円)、四半期純利益71百万円(前年同四半期 四半期純損失１億７百万円)となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

１．財政状態の分析  

(流動資産) 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、21億53百万円(前連結会計年度末は18億21百万円)と

なり、３億31百万円の増加となりました。 

その主な増加要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 現金及び預金が２億36百万円増加したこと 

② 季節変動により営業債権(営業未収入金・旅行前払金)が69百万円増加したこと 

③ 短期貸付金を含むその他流動資産が26百万円増加したことによるものであります。 

(固定資産)  

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、29億45百万円(前連結会計年度末は30億36百万円)と

なり、90百万円の減少となりました。 

その主な減少要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 有価証券の時価の変動等により投資有価証券が61百万円減少したこと 

② 長期貸付金の回収及び短期への振替により23百万円減少したこと 

③ 敷金及び保証金が回収等により５百万円減少したことによるものであります。  

(流動負債) 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、15億39百万円(前連結会計年度末は11億80百万円)と

なり、３億59百万円の増加となりました。 

その主な増加要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 季節変動により営業債務(営業未払金・旅行前受金)が２億73百万円増加したこと 

② 為替相場の変動に伴いデリバティブ債務が82百万円増加したことによるものであります。 

(固定負債) 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、1億86百万円(前連結会計年度末は1億80百万円)とな

り、５百万円の増加となっております。 

その主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 長期前受収益の取崩により２百万円減少したこと  

② 資産除去債務の発生により８百万円増加したことによるものであります。  

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、33億71百万円(前連結会計年度末は34億96百万円)とな

り、１億24百万円の減少となりました。 

主な減少要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価に伴い評価・換算差額等が１億76百万円減少したこと

② 四半期利益の計上により利益剰余金が、51百万円増加したことによるものであります。 



２．キャッシュ・フローの状況  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は(以下「資金」という。)は、14億47百万円とな  

り、前連結会計年度と比べ2億36百万円の資金の増加となりました。  

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億72百万円の資金の増加となりました。 

主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 税金等調整前四半期純利益79百万円の計上による資金の増加  

② 営業債権・債務残高の変動に伴い資金が２億４百万円の増加 

③ その他の流動資産の増加により12百万円資金が減少したことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、13百万円の資金の減少となりました。 

主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 有価証券の取得により30百万円の資金の減少  

② 固定資産の取得により２百万円の資金の減少 

③ 敷金・保証金の返還により４百万円の資金の増加  

④ 貸付金の回収により15百万円の資金が増加したことによるものであります。  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、配当金の支払いによるものであります。 

前年同四半期連結会計期間の比較・分析 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は(以下「資金」という。)は、14億47百万円とな

り、前年同四半期と比べ１億59百万円の資金の増加となりました。 

前年同四半期との比較・分析は次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果獲得した資金は、２億72百万円(前年同四半期は１億15百万円の獲得)となりました。 

前年同四半期との差異１億57百万円の主な増加要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 前年同四半期と比べて税金等調整前四半期純利益が１億63百万円増加したこと 

② 前年同四半期と比べて営業債権・債務残高の変動に伴い資金が29百万円増加したこと 

  ③ 前年同四半期と比べて法人税等の還付に伴う資金が35百万円減少したことによるものであります。  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は、13百万円(前年同四半期は４百万円の獲得)となりました。 

前年同四半期との差異18百万円の主な減少要因としては、下記内容が挙げられます。 

① 前年同四半期と比べて、有価証券の運用による資金が10百万円減少したこと 

② 当四半期は、固定資産の取得により資金が２百万円減少したこと 

③ 前年同四半期と比べて、敷金・保証金の返還により３百万円の資金が増加したこと 

④ 前年同四半期と比べて、貸付金の回収が８百万円減少したことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

前年同四半期との差異の内容は、配当金の支払額によるものです。 

  （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当グループとしては、このような厳しい状況下、販売計画を達成すべく、『中期経営戦略』に留意した経営重

点施策に基づく事業活動を展開し、お客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」の提供と、「高い安心感と

満足感」の提供を実践し、顧客満足度の更なる追求、販売の強化と拡充、サービスのより一層の向上を目指して

まいります。なお、通期の業績予想につきましては、平成22年11月８日発表の業績予想の修正に関するお知らせ

に記載のとおり、現時点での計画の変更は考えておりません。  

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１.会計基準等の改正に伴う変更 

   ①資産除去債務に関する会計基準の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年3月31日)及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日)を適用して

おります。 

これにより営業利益、経常利益がそれぞれ197千円減少し、税引等調整前四半期純利益が7,475千円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は8,888千円であります。 

  ②表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に

より、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

   

２.１.以外の変更 
  該当事項はありません 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,453,810 1,216,863

営業未収入金 17,980 22,656

有価証券 47,838 47,818

貯蔵品 4,722 5,113

未収還付法人税等 392 1,450

旅行前払金 434,779 360,600

その他 193,592 167,507

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,153,055 1,821,952

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 156,288 149,319

減価償却累計額 △112,702 △105,891

建物及び構築物（純額） 43,586 43,428

土地 37,780 37,780

その他 82,254 79,954

減価償却累計額 △75,833 △74,636

その他（純額） 6,421 5,317

有形固定資産合計 87,787 86,526

無形固定資産 15,710 16,180

投資その他の資産   

投資有価証券 875,719 937,489

長期貸付金 1,721,820 1,745,019

その他 246,626 253,106

貸倒引当金 △2,100 △2,100

投資その他の資産合計 2,842,067 2,933,514

固定資産合計 2,945,564 3,036,221

資産合計 5,098,620 4,858,173



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 257,805 306,598

未払法人税等 6,402 8,804

旅行前受金 1,039,974 717,547

賞与引当金 29,199 23,959

その他 206,557 124,010

流動負債合計 1,539,938 1,180,919

固定負債   

退職給付引当金 88,422 91,623

役員退職慰労引当金 86,703 85,533

長期前受収益 － 2,239

資産除去債務 8,935 －

その他 2,682 1,500

固定負債合計 186,743 180,896

負債合計 1,726,682 1,361,816

純資産の部   

株主資本   

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,792,964 1,741,197

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,636,595 3,584,828

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △94,579 △2,028

繰延ヘッジ損益 △170,078 △86,442

評価・換算差額等合計 △264,657 △88,471

純資産合計 3,371,938 3,496,357

負債純資産合計 5,098,620 4,858,173



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益 1,716,014 2,143,083

営業原価 1,444,930 1,709,667

営業総利益 271,084 433,415

販売費及び一般管理費 391,312 389,704

営業利益又は営業損失（△） △120,228 43,711

営業外収益   

受取利息 32,540 30,538

受取配当金 5,999 6,215

為替差益 － 3,653

その他 1,938 2,871

営業外収益合計 40,477 43,278

営業外費用   

為替差損 4,306 －

その他 35 201

営業外費用合計 4,341 201

経常利益又は経常損失（△） △84,091 86,788

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,278

特別損失合計 － 7,278

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△84,091 79,510

法人税、住民税及び事業税 3,269 2,881

法人税等調整額 20,523 5,302

法人税等合計 23,792 8,183

少数株主損益調整前四半期純利益 － 71,326

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107,884 71,326



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△84,091 79,510

減価償却費 3,692 3,072

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,791 △3,200

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,142 1,170

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,431 5,239

受取利息及び受取配当金 △38,539 △36,754

為替差損益（△は益） 7,832 1,685

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,278

営業未収入金の増減額(△は増加) 2,143 4,676

旅行前払金の増減額(△は増加) △135,160 △74,179

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,558 6,659

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,793 391

その他の流動資産の増減額(△は増加) △7,278 △12,506

その他の投資その他の資産の増減額(△は増加) △32 965

営業未払金の増減額(△は減少) 80,281 △48,793

旅行前受金の増減額(△は減少) 227,019 322,427

その他の流動負債の増減額（△は減少） △10,928 171

長期前受収益の増減額(△は減少) △7,308 △2,239

その他 △313 △354

小計 48,445 255,220

利息及び配当金の受取額 31,140 20,369

法人税等の支払額 △2,625 △6,196

法人税等の還付額 38,251 2,840

営業活動によるキャッシュ・フロー 115,212 272,234

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △2,300

投資有価証券の取得による支出 △19,842 △30,782

貸付金の回収による収入 23,898 15,225

敷金及び保証金の回収による収入 860 4,360

敷金及び保証金の差入による支出 △50 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,865 △13,546

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △19,782 △19,839

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,782 △19,839

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,730 △1,882

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,026 236,966

現金及び現金同等物の期首残高 1,185,775 1,210,851

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,288,801 1,447,817



 該当事項はありません。  

  

  

  
[事業の種類別セグメント情報]  

前第２四半期連結会計期間(自平成21年７月1日 至平成21年９月30日)  

 当社グループは、海外旅行並びにそれに関連する企画宣伝・情報誌の編集・旅行傷害保険等の総合的サービスを

行う、いわゆる旅行業という同一セグメントに従事しており、当該事業以外に事業種類がないため、該当事項はあ

りません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月1日 至平成21年９月30日) 

 当社グループは、海外旅行並びにそれに関連する企画宣伝・情報誌の編集・旅行傷害保険等の総合的サービスを

行う、いわゆる旅行業という同一セグメントに従事しており、当該事業以外に事業種類がないため、該当事項はあ

りません。 

  

[所在地別セグメント情報]  

 前第２四半期連結会計期間(自平成21年７月1日 至平成21年９月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、当該事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月1日 至平成21年９月30日) 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、当該事項はありません。 

  

[海外営業収益]  

 前第２四半期連結会計期間(自平成21年７月1日 至平成21年９月30日) 

海外営業収益はいずれも連結営業収益の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

 前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月1日 至平成21年９月30日) 

海外営業収益はいずれも連結営業収益の10％未満のため、記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報



[セグメント情報] 

 当社グループの事業は旅行業という単一セグメントに属するため、セグメントに係る記載は該当がありません。

したがって、本報告書ではセグメントに係る記載に代えて、適宜、商品別、旅行種別、渡航先別等の記載を行って

おります。 

  

(1）商品仕入実績 

  （注）地上費は、主催旅行における海外現地の宿泊費、交通費、その他の費用等であります。 

  

(2）販売実績 

ａ．商品別売上高 

   （注） その他売上は、保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。 

Ｂ．種別旅行売上高 

  

商品名 
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

航空運賃・地上費（千円）  1,196,156  1,474,950

広告原価（千円）  134,614  99,446

その他（千円）  71,173  98,940

合計（千円）  1,401,944  1,673,337

区分 
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

旅行売上（千円）    1,708,190  2,132,055

その他売上（千円）  7,823  11,028

合計（千円）  1,716,014  2,143,083

区分 
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

募集型企画旅行（千円）  1,625,050  1,979,350

受注型企画旅行・手配旅行

（千円） 
 83,140  152,704

合計（千円）  1,708,190  2,132,055



ｃ．渡航先別旅行者数 

ｄ. 年齢別顧客構成比 

   (追加情報) 

    第１四半期連結会計期間より「セグメント情報の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年3月27

    日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21 

   日)を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

行先 
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

ヨーロッパ（人）  1,893  2,692

ロシア（人）  114  65

中東（人）  48  91

北米（人）  98  326

中南米 (人)   －  5

オセアニア（人）  25  36

アジア（人）  214  347

合計（人）  2,392  3,562

区分 
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

年齢別顧客構成比率         （％） （％）

３９歳以下         1.2  1.2 

４０歳代        1.0 0.7 

５０歳代        3.8 3.5 

６０歳代        34.0  33.8 

７０歳代          51.1  51.2 

８０歳以上           8.9 9.6 

合計            100.0 100.0 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



(四半期連結貸借対照表関係)  

  

(四半期連結損益計算書関係) 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)  

  

   

（７）その他注記情報

当第２四半期連結会計期間末 

（平成22年9月30日）   

 １．偶発債務 

 当社はEuro Cruise Holdings B.V．(以下、「同社」とする)と平

成18年7月に業務提携を行い、当社優先利用の河川クルーズ船の建

造を委託するとともに、融資契約を締結しております。同河川クル

ーズ船は平成19年5月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一

定期間チャーターをしております。また、同船舶の運航業務につき

ましては同社に全面的に委託しております。 

 業務提携に基づく運航業務委託費の範囲等に関し、当社と同社と

の認識の間に一部不一致があり、現在当該認識の相違について協議

中であります。 

 当社といたしましては00、同社の主張は根拠がないものと判断

し、当社の認識は契約に基づく適正なものとして、その正当性を主

張していく方針でありますが、当該認識の差異の解消に関する結果

を予測することは現時点では困難であり、今後の交渉の結果次第に

よっては当社の業績に影響を与える可能性があります。 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおり

であります。 

給与・賞与 129,255千円 

地代・家賃 60,626  

支払手数料 54,657  

減価償却費 2,498  

賞与引当金繰入額 22,391  

退職給付引当金繰入額 5,460  

役員退職慰労引当金繰入額 2,444  

 当社グループの当第２四半期連結累計期間における顧客層は、

例年同様、欧州方面の旅行需要が主流を占めております。 

 特に海外渡航先のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に

需要が集中するため、通常、第１四半期連結決算期及び第３四半

期連結会計期間の売上が他の四半期と比べて高くなっておりま

す。 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に

記載されている科目の金額とその関係 

(平成22年9月30日現在)

現金及び預金勘定 1,453,810千円 

有価証券勘定（ＭＭＦ等） 47,838  

預入期間が３ヵ月を越える定期預金 △53,831  

現金及び現金同等物 1,447,817  
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